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〔】ollapse 　of　Artificial　Ground 　in　Residential　Areas

　 by　thc 　Miyagi−ken−Oki　Earthquake　of 　1978

Hisao　NAKAGAWA

Abstract 　 Sendai　 and 　its　 env 三rons 　were 　shaken 　by　a　strong 　earthquake 　at 　5 ：14　PM
，
　o 夏 the　I　2しh　ofJune ，

1978，Japan　 Standard　Time．　Among 　 various 　damages 　 to　 modern 　 cities
，
　 co 口apse 　 of 　arti 丘cia 乳 grounds

constructed 　for　 resident ｛al　 areas 　 was 　 rlotable ．　 The　 coUapse 　 was 　concentrated 　into　the　 upside −down　fills
and 丘11s　with 　pyrQclastic　materials ，

　both　of 　which 　had　been　constructed 　in　cut　and 且11　gradations　in　hi11y．

lands
，
　where 　the　horizontal　ac 匸eleration 　of 　the　shock 　was 　less　than 　250　gaL

1．　 震災の 概要

　1978年 6月 12日午後 5時 14分頃 ， 宮城県
一

帯は強い 地

震 に襲 わ れ ，仙台市を 中心 に 被害が あ っ た ．東北大学 に

に よ れば ， 震源 は仙台市の 東方沖約 100　km の 東経142°

17t， 北緯 3B
°
13’

， 深 さ 29。5± 4．4km （気象庁 は 約 40

km ）， 直後に 気象庁の 発表 した 震度 は仙台 ・大船渡 ・新

庄
・福島で V

，

一関 ・宮古 ・山形 ・白河などで IVで あ っ

た．仙台付近 で は被害状況か ら， 震度は むしろVIか ， そ

れ に 近 か っ た の で はな い かなどと取沙汰された ．墓 石の

転倒状況 か ら算定 した 最大水平加速度は丘陵
・段丘上 で

約 250gai，一部で 310gal，平野の 浜堤上で は 250〜

280　ga1，自然堤防上で は 250〜400　gal，後背湿地上で は

360〜 400gal 以 上で あ っ た ．こ れ は震度V の最高値か ら

W に か けて の 値 に相当す る よ うで あ る．主要動の継続時

間は 約20秒 で あ っ た ．

　宮城県内の 被害を 第 1表 に 示す．死 者 の うち18人 はブ

ロ
ッ ク塀

・
石塀

・
門柱

・
碑 な どの 倒壊 に よるもの で ， 老

人 と子供が多か っ た．負傷者 の 65％は女性で ，20・v50 才

の 主婦が そ の 大半で あ っ た とい う．電気 ・ガ ス ・水道は

とま っ たが，電気は38時間後 に 復旧 し， 水道は送水まで

に 約10日 ， 漏水の 修理 に約 1 カ月か か っ た ．仙台市の 都

市ガ ス の 復 旧 は 他 の 地域 か らの 応援を得 て 約 1 ヵ月後 に

終了 した．電話は通話申込みが殺到し ，
2 日後まで規制

＊

東 北大学理学 部地質学古生物学教室

　Institute 　 of 　 Geology 　and 　 Paleontology ，　 TohQku 　 Univer ・
　 s1ty ，　 Aramaki −Aeba 　Sendai ，　980 　JaPan

第 1 図 　仙 台 付 近 地 形 概 要 と 王978年宮城 県 沖 地 震 に

　　　　 よ る 墓 石転倒率．
　　　　A 緑 ケ 丘，B 鶴 ケ谷．墓 石 転 倒 率全 黒 は

　　　　100％， 水 平 加 速 度約 400gal また は そ れ

　　　　以 上，全 白 は O ％，水平 加 速 度 約 250gal

　　　　 ま た は そ れ 以下，半黒 は 50％， 水 平 加 速 度

　　　　約 340ga1 （東 北 大学地質学古生物学教室，

　　　　1979に よ る ）．
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第 1表　1978年宮城 県 沖 地 震 に よ る 宮城県 の 被 害．（宮 城 県，1978に よ る ）．
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共

土

木

施
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旭
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産
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か
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滝
畜　 産　 品　 等 件 ； 3．575

モ

の

旭

郡　 市　 陌　 設 〃 4925 ．5哂4 下欄 8跳 榔 で円 都市公園 8了激 1予円

小 　　　　計 344．907 カ
」
　 ス 　 施　 設 ケ Lgo947 ，000

費蚕 養　 蚕　 掩　 設 廳漸 7 匸O．070 そ　　 の 　　 他　　　， 窄 ［‘2．5％ 22．535，L5
ホ蘆 蝕　　　　　　船 蔓 2置 」．55Q 小　　　　計 窄 35，8臼‘，9聞

総　　 　　 　　　 計 258．了6唱．‡45

措置 を続けた とい う．鉄道は東北本線仙台以南 ・常磐線

は翌 日開通 し，そ の 他も約IO日 で 回復 した が ， 橋梁 な ど

に被害の あ っ た気仙沼線の 復旧に は 1月近 くか か っ た．

火 災 は 10件余 りあ っ た が，そ の 大部分は 大学な どの 化学

実験室で あ っ た．

肌 　災害の 特徴

　1978年宮城県沖地 震 に よ る被災状況か ら見て ，最近近

代的に な っ た とい われて い る こ の 都市域を 地 盤災害の 可

能性 とい っ た 点 につ いて 考え る と，次の ような特徴が あ

る で あ ろ う．

　（1｝ 入造地盤
一

埋立 ・
盛立 地盤

・
切取 り斜面一 が

　　多 い ．

　  　都市域と して 利用されて い なか っ た地域が大きく

　　含まれて い る．そ の 中に は軟弱地 盤 ・不安定 地 盤 な

　　どの 地域が含まれて い る．

　   　線状 に の び る施設 が多様 な地盤を 横切 っ て い る．

　 （4） 地 盤 条件 に配慮す る こ とに気づ か ぬ 人 た ちが ，企

　　画 ・
設計 ・施工 した施設 ・構造物が多い ．

　 こ れ らは，仙台付近 の 場合 も，年 々改良されて い る よ

うで ある．しか し，改良さ れぬ前の 構造物は 残 っ て い

て ， そ こ に 入が住 み ，施設 は利用され続けて い る．そ の

よ うな施設
・
構造物は年 々 ，少しつ つ 増加 した の で はな

くて ，短 い 期間に 急 増 した 部分が あ る．災害を受け た も

の を見て 再検討す るとい う改善法は今回もとられて い る

が，改善の た あに参考となるそ の 被害は
一

度 に 集中して

大 量 に発生 した ．震災 とい うよ うな被害経験は もっ と頻

繁に あ っ た 方が よ い一 な ど とは 言え な い が ，単 に年月

を経たとて 地 盤 の 条件 と その 利用法 が改良され る こ とに

は な りそ うもな い ，被災地の 経験を生かす こ とで 補うの

が 最善策で あ ろ う．

　1978年宮城県沖地震 の被害の うち ， 宅地 に つ い て 見 る

と ， 平野の い わゆ る軟弱地盤上と，丘 陵
・
段 丘 地域の 造

成 地盤の 上 で 集中的 に 起 こ っ て い る．仙台付近に は 水域

の 大規模 な埋立 地 は無 い が ， も しあ っ た なら，や は り集

中的な 被害が あ っ た もの と思われる．

　宅 地 の 震災 は宅 地そ の も の と家屋 ・商店
・
事務所 ・学

校な どの 建物本体だけで はな く，空申
・
地上 ・地 下 にわ

た る付帯施設に も及 ん だ．とくに電気 ・ガ ス
・上 ・

下水

道の 線や 管 は機能を失うと単 に 不便とい うだけで な く，

宅地の 日常生 活が成 り立 たな くな る 区域 もあ る．道路 ・

鉄道な ども線状 に の び て い て ，
1978年宮城県沖地震の 際
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に は これ らをま とめ て ラい フ
・

ラ イ ン と呼ばれた． ま た造成状況 も同
一で はな い ．

III ．造成宅地 の 震 災例

　仙台付近の 造成宅地の すべ て が 被災 した わ け で は な

い ．大 きな 被害が集中したの は ご く一部 の，特定の 範囲

内で あ っ た ．仙台付近 の 宅地造成 は 昭 和25年 （1950年 ）

頃か ら小規 模 な もの が始まり，昭和35年 （1960年）頃か

ら大規模な もの が造成されるように なっ た ．宅地造成等

規制法が施行され た の は 昭和40年 （1965年）で あ る，大

被害 の 集 中範 囲 は こ の 昭 和 35年前後か ら昭和40年代まで

に造成されたもの が大部分を占め る．仙台の 場合，市街

区域は昭和35年頃か ら急に 拡大したが，そ れ以前からの

市街区域内と 以後の 新区域内の 全 壊家屋 数は 約 正 ： 2 の

割合で あっ た，地震の 前後を通 じて ， その 年 ， こ の 地方

の 降水量は ごく少な く， 盛土 ・
埋土は一

般 に乾燥気味で

あ っ た 、

　震災例として 以下に あげ る 3例は ，い ずれ も丘 陵地に

造成された もの で ， 地質条件 に は い くらかの 差があり ，

第 2 図 　緑 ケ 丘 の 地 形 概 況 と地震に よ る破 損．
　　　　A ，B は 第 3 ・4 図 の 範 囲 （東 北 大 学 地 質学

　　　　右生 物学 教室，1979に よ る）．

　A ．　仙台市　緑 ケ丘 （第 1図〜第 4 図 ）

　緑ケ 丘 の 宅地 は昭禾目32〜37年 に 造成 された．もともと

鮮新統仙台層群 と更新統青葉山層 よ り成 る 丘 陵 地 で あ

る．胥葉山層は 高位段丘構成層であるが ，
こ こ は段丘 外

縁部に 当た り，開析が進ん で い て ，段丘 の 姓格 は薄 らい

で い る．青葉山層は礫層と火山灰層より成 り，赤色土を

含 む風化の 著 しい 部分が あ る．関東地方 の 多摩段丘 構成

層 に 対比される．さらに 新期の 愛島火山灰などの 薄 い 被

覆層 が ある．造 成前に は丘 陵か ら直接外 へ 開く小河谷 が

あり，そ の底 ・壁 と も急傾斜 で ，小崩壊が頻 発 し て い

た ．

　造成宅地 は丘陵内の 河谷を埋 め立て た部分 と，丘陵外

縁 の 斜面を い わ ゆ る 切 り盛 りした部 分 よ り成 り ， 地 表部

は階段状 に 敷地を設け て あ った．埋 土 ・盛 土 の 祕料は地

表部の 青葉山層 の 火山灰
・
礫

・
粘土，仙台層群大年寺層

・向山層 の 砂岩 ・
シ ル ト岩

・
凝灰 岩 な どで ，い ずれ もか

第 3 図　緑 ケ 丘 南部 の 埋 ・盛 土等 彫 線 図 と地 震 に

　　　　 よ る 変形．（東 北 大 学 地 質 学 古 生 物 学 教

　　　　室，1979に二よ る ）．
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第 4 図　緑 ケ丘 東 部 の 埋土 等 厚 線 図 と 地 震 に よ る 変

　　　　形．断面 図 の 点線は 造 成前 の 地 表面，太線

　　　　は 造成 前 の 谷 壁 （東北 大 学 地 質 学 古生 物学

　 　 　 　教 室，工979に よ る ）．

な り風 化 して い た部分を含んで い る ．谷の 埋土の 厚さは

最大 2em で ある．

　被災後の試錐調査 に よ る と ， 埋土 ・
盛土 の 締固め状態

は あまりよ くない ．標準貫入試験の N 値で は O 〜5 の

部分が多か っ た ．この うち， 盛 ・
埋土 の 最上 部は 比較的

よく締まっ て い て ， 下部 は植物 ・土壌 な どの 混 入 が 多

く， N 値は下位ほ ど低い とい う ， い わゆ る逆転型盛 土

（upside
−down 　f1Hs

，
　 GLEAvEs ，1961 ；中川，1980，1982，

1986 ；東 北 大 地 質古生物教 室，1979）で あ っ た ．

　崩壊した の は盛土 ・埋土 の 主部と，表面の 階 段状に 整

釶 した 敷地 の 法面で あ る．主部の 崩壊は 盛 ・埋 土 の 形と

構造 に 規制さ れて 起 こ り，一般的な斜面の 崩壊 とほ ぼ 同

様な 形 態で あ っ た．しか し，主滑落崖に 相 当す る地割れ

は盛 ・埋土の 厚さが 2〜6m の 部分に生 じたもの が多い・

前述の 盛
・
埋土 の 締固めが N 値で い えば ，

10くらい の

部 分 は ，地表 か ら 2〜 3m で ある．そ の 部分 が 基盤 に 直

1985− 10

接の っ て い る と ころ は 破損 しな いか ，主滑落崖 の 後方 で

ひ っ 張 り亀裂を生 じた程 度 で あ る．斜面の 切り盛 り部分

で は地割れ は 切り盛り境に平行 にの び た が ，谷を埋 め た

と こ ろで は ，割れ目は 埋土の厚 さが 5〜IOm 以上 の 部

分 まで の びて ，不 明瞭に な り，消滅す る ．そ の 付近の 側

方 の 埋 土 の 厚さ 2m 付近に 別の 割 目が始まり，厚さ を

増す方向へ の びて 消滅 し， 平面形 で は 割目が 雁行状に

配列 した ．盛
・
埋土の 下部 は軟弱で ，割目はで きない 。

谷を埋 め た土 は谷壁の 傾斜方向と， 谷の 主軸ぞ い に下方

へ た わみ動 き，一部は締 め 固ま っ たもの と思わ れ る．ま

た ， 谷 の 主軸方向へ 動 い た 部分 の表面 は，主軸付近 で 圧

縮 に よる盛上 りと割目を生 じた．こ の よ うに ，埋 盛土 の

表層部 は円弧すべ り （slump ）型 に滑落崖 の 前面 の 沈 下

と，そ の 前方 に圧 縮盛上 りを生 じ，背後 に 引張 り亀裂を

伴 っ た ．

　緑ケ丘南部 （第 3図）で は ， 丘 陵外縁 の 斜面下部は谷

の 外端部 を含めて ， 切 り盛 りに よ っ て 階段状 に造成 して

あ っ たが ， 最下段 と 2段目の盛土部分が全面的に 弛緩し

て 崩れ 出 し，そ の 上 に あ っ た 家屋 4棟以上 が大破 した．

そ の北側の 谷を埋 め た部分 の 末端 には高さ 3m 余 の 石

壇があ っ たが ， 背後から押され ，そ の 下の 道路に 盛 り上

りを生 じた．埋土上の 家屋 llecが全壊〜大破 した．こ こ

で 言う大破 は形態的な大 破で ， 機能 的 に 言え ば全壊で あ

る．変形 した埋土の 表面に生 じた亀裂 は落差 ・開 口 幅 と

も 5cm 前後であ っ た．緑 ケ丘東部 （第 4図）で は支谷

を入れ る と 3 つ のや や 深 い 谷 が埋 め立 て られて い た が，

谷の 中心 と下流 の方向へ 埋 土が動 き， 埋 没谷の 頭部に落

差最大 2m の 大きな主滑落崖を 生 じた ．そ の 上 にあ っ

た 家屋 は分断さ れ t ものを含め て全壊〜大破した もの ll

棟に及ん だ．3つ の 谷の うち，南側 の 谷 の 下 流側で は 地

震 以前 に地すべ りの お そ れがあり ，
コ ン ク 11一トの 堰堤

を 5 列 築い て あ っ たが，その うち 3堤 は断ち切 られ ， ま

た は末端が ずれ動い た．それ らの 堰堤 は片側は 基盤上 に

築かれて い た が，他端 は埋土の 上 に の っ て い た ，

　緑 ケ丘 北 東 部 で は 北東 向 きの斜面が切 り盛 りされて い

た が ，
こ こ で は 盛土 の 上 に あ っ た家屋 が被嵜 を受 け た．

　B ． 仙台市 。泉市　鶴 ケ谷
・南光台 ・黒松

　　　（第 1図，第 5 ・6 図）

　鶴ケ 谷
一帯 の宅地は昭和38年 か ら49年 にわた っ て 造成

され た住宅地 で ある 。こ の 地区は申新統七北田層と鮮新

統亀 岡層
・竜 の 口層 よ り成 る斉頂丘 陵地 で ，開析谷 は平

底 で 急な谷壁をもち，谷底面の 縦断曲線は ご く緩傾斜で

あ っ た．
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第 5 図 　黒 松 ・
南光 台 ・鶴 ケ 谷 の 地形概況 と 地 震に

　　　　よ る被害　枠 の 部分 は第 6 図 の 範囲．（東

　　　　北 大学地質学古生物学教 室 ，
1979に よ る ）

　こ の造成宅地は区域 ご とに 多様 で ， 西部の 丘陵外縁 な

どに は 緑ケ丘 と類似の もの もあ っ た が，申央か ら東 の 主

部は 稜部を全面的 に 削りとり，谷を埋 め立 て て 造成され

た．埋立材料は上記諸層 の 砂岩 ・シ ル ト岩 ・凝灰岩 で あ

る が，被災後 の 試錐調査 に よ る と，谷底 に あ っ た水田の

耕 土 な ど は そ の まま，谷壁や 斜面 の 大部分もそ の まま埋

め られて い て ， そ こ に あ っ た植生
・土 壌

・風化土は埋土

申に も混入 して い た．こ こで も埋土 は中 ・下部 で 弛 く，

表層部は かな りよ く締固 め られて い た ．

　地震動を受けた埋土の 変形状況は ， 緑 ケ丘 の 場合と同

様に ， 軟弱な下部が埋没谷 の 申心 線へ 向か っ て 収縮 し，

表層部は 円弧すべ り型 に地割れ を 生 じて 変形 した 。主滑

落崖 に相当する割目は埋土 の厚 さが 2〜5m 付近 に生 じ，

埋没谷に平行にの びた．落差は数 cm 以内，開 口幅 1〜

3cm 程度で ， 地表面は僅かに 逆傾斜 し，そ の 前方 に 二

次滑落崖を伴 っ た ．被災後 の主滑落崖 の 掘削調査結果に

よ る と ， そ の 割目は地下で 切土側へ 傾斜 し，さ らに 深所

で 埋土 側 へ 傾斜する 円弧状断面を も っ て い た．埋没 谷 の

中心線に 近 い部分 に は両側か らの 側圧 に よ る曲隆を生 じ

た ．こ れらの の びる方向は大部分が谷すじの方向と平行

で あ っ たが ， 地下浅所の埋設物や 地表 の 構造物に よ っ て

部分的に 多様な曲折があ っ た 。 埋没谷底 が平坦で あ っ た

た め ，

一般に下流方へ の 動きは目立た な か っ た が ， 上流

部で は 緑 ケ丘 の 場合 と同様 に ， 雁行状 に 地 割れ を生 じた

所 もある．埋没谷 の 下流側 に は もとの ま まの 谷地 形 が 残

っ て い て ， そ の 境界に は堰堤が築かれて い たが ， そ れは

ほ とん ど被害を受けな か っ た．

　 c．　 白石 市　寿山 （第 7 ・8 図）

　寿山の 造成宅地 は東北新幹線白石蔵王駅 の 東 に あり ，

昭和47 〜 50年 に 造 成 さ れ た ．開析され た斉頂丘 陵地で ，

”
　”
　”
　69
　”
　腸
　り
　の
　蹲
　縛

詐
亠

一
ご

第 6 図 　鶴 ケ 谷 の 一部 の 埋 土 等 厚 線 図 と 地 震 に よ r）

　　　　て 生 じ た 地 割 れ 　断面 図 の 点線 ・太線 は 造

　　　　成前の 地表 面 と谷 壁 ， 矢印は 小亀裂 を 生 じ

　　　　て 沈 下 の 著 し か っ た 部 分．（東 北 大 学 地 質

　　　　学 古 生 物教 室 ，1979に よ る ）

基 盤 は上 部中新統臼石層 の 浮石質火砕流凝灰岩 で ある．

寿山団地 は丘 陵の 肩の 部分を 平坦 に 切 りと り，比較的幅

広い谷を埋め立 て て 整地されて い た、埋立 の財料は 浮石

質凝 灰 岩 で あ っ た ．埋 立 て られた 谷 に は早天で も凅 れた

こ とが な い とい う湧水とそ れを受ける溜池が あり ， こ れ

に は排水工 事が ほ ど こ された上 で 埋立 て られた とい う，

埋 ：ヒの 厚 さ は 最大約 25m で あ っ た ．地 震 に よ り谷を埋

め た 部分が 崩壊した が ， そ の 表面 は 幅 120m，長 さ 230

m の楕円形 で ， 面積 26，000m2 で あ つ た ，主滑落崖 は

埋 土限界線 よ り少 し埋土 側 に あ っ て ， 半円形を呈 し ， 落

差約 5m ， そ の 後方 の 冠頂部 に 引 張 亀 裂 を 生 じた ．主滑

落崖 の 前方右側 に は少 し後方圓転 した 長さ （奥行き）50

m 余の 分断し た滑落塊が残り， そ の 前端 に比高 8m の

二 次滑落崖を生 じた ．そ の 左側は滑落塊 が崩れ ， そ の 前
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第 7 國 　寿 山の 地形　鎖線は 埋．ヒの 範 囲，そ の 中の

　　　　点 線 は 旧 谷底 の 等 高線，実線は 造成 後の 等

　　　　高線，太 実 線は 地 震 に よ る 崩壊部 分．（東

　　　　北 大 学 地 質学 古桂違勿学 教 室 ， 王979に よ る）

方 と右側の 二 次滑 落 崖 の前方は 土石 流 とな っ て外 方 へ 約

100m 押 し出 して 広 が っ た．上 記二 次滑落崖 下 に は凹 陥

部がで きた．宅地 内の 道路鋪装 ・側溝などは粉砕された

が 崩壊砕屑物の 表面 によ く残り， 砕屑物の 流動 経路を示

して い た　（第 8図）．

　地 震 後 4 日 目に 現地 を謂 査 した 際，崩壊物は多量の 水

を含んセい た．こ の 宅地 は造成されたばかりで ，住宅は

まだ建 築されて い なか っ た．土石 流はた ま た ま 通 り か

か っ た青年 1人をま き込 ん だ．

　寿 山の 埋 土の 標準 貫 入試験の N 値 は 下部 で 婆〜13
，

上 部で 1〜6 で ， 緑ケ丘 な どの 埋 土 よ りは やや 高い 値を

示 して い る．しか し，火山砕屑物で あ っ た こ と と ， お そ

ら く地 下水位が高か っ たこ とが，こ の 著しい 崩壊をひ き

起 こ した もの と思 わ れ る，な お，こ の 谷 を埋立 て た 末 端

の 法面は ，地震 の 前年 の 夏 ， 台風の 大雨の 際に ，崩壊 し

て 土石 流を生 じた こ とが あ っ た．

IV．崩壊 した 宅 地造 成地盤の 特徴

　1978年宮城県沖地震の 後 4 日目か ら数 日 間，東北大学

地質学古生物学教室 （1979） は 教 富
・
技官

・
院生 ・学生

が 全員で 区域を分担 して ，強震 地 域全域 の 地盤現象に つ

い て 調査 した．そ の結果から見 る と，上記 3例は ，水平

第 8 図　寿 山 の 崩壊 （東 北 大学 地 質学 古生 物 学 教

　 　 　 　室，1979に よ る ）

加速度 250ga1 以 下の 段 丘 ・丘 陵地 内で は，特殊な 被害

集中地で あ っ た ．同 じよ うな 地質 ・地形 条件 の造 成 地 は

他 に も多か っ た が，大 部 分が僅 か な被害 しか なか っ た．

こ れ は造成法の差 に よ る もの と思われる，

　 宅 地 の造 成 法 は それ ぞ れの 宅 地 ごと に 異 っ て い るで あ

ろ うが，次第に 造成法が改良 されつ つ あ るな かで ，あ る

時期 に あ る種の 方法 が多 くと られたと い う傾向はあ るよ

うで ある．仙台付近の 宅地で ，被災後測定された 盛土 ・

埋土 の N 値の 頻度分布 は造成時期 ご とに 異な っ て い た

とい う　（浅田，1980）．また 技術の 普及 に は地域性もあ

るで あろう．東北大学が水平加速度を算定するため に調

査 した墓地の 墓石群に も建立時期と地域に よ る特徴が あ

り，各墓 地 ご との 転 倒率と単純 な直方体の 墓 石 の 倒 れ方

か ら判明 した加速 度 とが よ く相関 した が，そ の 相関関係

も年 と と もに変 っ て ゆ くで あ ろう．気象庁 の震 度階 も肩

様で ， 構造物が堅固に な っ て ゆ け ば ， 目安として い る も

の の 倒れ方 や揺れ方 も変化 して ゆ くで あ ろ う．

　一方，固結 して い な い 堆積物
・
土壌 ・盛土などに と っ

て ，水分含有量は震動を 受けた場 合 ， 大きな 意 味 を も

つ ．前記 の よ うに ，、1978年宮城 県沖地震前，1〜2 か月

の 宮城県下の 降水量 は少なく，一般に ，盛土類は乾燥気

味で あ っ た，それ よ りle年前，
1968隼十勝沖地 震に よ っ

て 大 きな 被害の あ っ た 青森県東部 （東北 大学地 質学古生
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物学教室災害調査グル
ー

プ，1969） の 新期火山灰層が多

量 の 水分を含んで い たの とは対照的で ある．

　1978年宮城県沖地震で崩壊した 宅地 の 造成地 盤 の ひ と

つ は ， い わ ゆ る逆転型の 盛土 ・埋 土で あ っ た．逆転型盛

土 は容易に 造成 さ れ る粗雑 な盛土 で ある が，緑ケ丘
・
鶴

ケ谷な どの 場合 ， 旧斜面 ・
谷壁は 立木を払 っ た程度 の 処

理を した後 ， 澄 ち に埋 め立て られ て い た ．また基盤岩塊

が埋 め込 ま れ ， そ れ らの 間に 全 くの 空聞があ っ たもの も

ある．圧密 も埋立 て た後に 地表か ら 1回だけとい う，か

なり乱暴な造成法で前記 の ような 崩壊に至 つ て い る．

　他の 粗悪造成地盤は寿由の 火山砕屑物を用い た 盛土で

あ る．火由砕屑物 は粒度などの 点 で は他 の 砕屑堆積物と

同様で あ っ て も，各粒子の 経歴 は全 く異 な り ， 堆積 ・固

結 ・
風化の 機構と経過 に も大差がある．自然 の ま ま な

ら， 崖 の 近 くな ど を除けば ， 十分 に 堅固な 地 盤 で あ る

が ，一度掘 り崩して ，そ の まま無雑作 に 盛 り立 て る と ，

全 く物性の 異な っ た地盤 となる．

　 緑 ケ 丘 は い わゆ る団地造成 の 初期 の 宅地 で ， 地 形 の 概

況を大きく変更す る こ とな く，大型 の 土木機械を使 っ て

造成 された ．鶴ケ 谷 は丘陵地 の 地形を大きく変更して ，

広 い 範囲に わ た っ て平坦化した宅造地として ，こ の 地 域

で は早い 時期の 造成地 で ある．寿山 は，こ の 地方の 丘 陵

地で は じめて 火山砕屑物基盤 に遭遇 した造成宅地 で あ っ

た ．こ の よ うな点も不注意 な造成地を生 じfc一因と考 え

られ る．

　お そ らく， そ れ ぞ れの 地方 に ，そ の 開発 の 進行過程

で ，似 た よ うな事情から造成された粗悪 な 宅 地 が，今

も，存在 し，強震を待 っ て い るの で あろう．
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